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1
）

認
一
は
や
く
か
ら
新
築
を
要
望
さ
れ
て
い
た
．
収
容
定
幽
は
六
一
名
で
あ
る
が
、
現
在

《
》
｜
金
木
町
露
三
保
育
所
（
嘉
瀬
｝
は
去
る
一
男
三
・
一
‐
●
三
名
、
女
二
・
一
．
四
名
で
保
母
は

筋
八
月
上
旬
・
嘉
瀬
の
伊
藤
正
一
氏
が
減
四
名
勤
務
し
て
い
亀

い
巾戚
負
落
札
し
工
事
に
善
手
の
と
こ
－
Ｊ
慰
謂
で
謡
鰡
羅
溌
勉

無
一
目
末
に
完
成
し
た
。

鞠
一
同
保
育
所
は
七
・
一
七
坪
半
の
ト
タ
ン
基
壺
頁
中
に
は
完
成
移
転
の
見
込
み
。

ざ
一
職
疏
轤
平
屋
殖
で
、
モ
ダ
ン
な
【
写
亜
は
ス
マ
ー
ト
な
保
育
堕

■
ｅ
ひ
Ｐ
■
Ｌ
ｌ
ｌ

い
む
ｅ
８
％
、
仏
０

，
却
酬

”

究
町

も曲
■

■
９
句
。

一
』
一
一
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』
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垂
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』
・
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■
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■
■
●
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蜀
七
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寺
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納
整
題
に
馬
力
を
か
け
、
時
に
は

地
財
法
適
用
以
来
、
財
啄
再
趣
の
成
否

は
徴
税
成
織
の
如
何
に
か
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
阜
く
か
ら
県
か
ら
も
揖
摘

さ
れ
、
町
で
も
こ
れ
が
計
画
実
施
に
あ

た
り
、
掘
力
努
力
し
て
来
た
が
、
現
在

の
こ
さ
れ
て
い
る
湖
納
額
は
過
年
度
約

二
千
余
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
本
年
度
の
計
画
変
更
に
よ
っ
て

再
建
期
間
が
一
年
短
縮
さ
れ
、
臓
還
金

の
姻
額
と
な
り
、
も
は
や
滞
納
轄
理
は

町
当
局
で
は
去
る
十
一
月
一
日
か
ら
微
税
対
簸
本
部
を
お
き
、
木
立
助
役
が
み
ず
か
ら
睡
頭
に
た
っ
て
滞
納
整
理

に
の
り
だ
し
、
着
禽
と
好
成
繊
を
あ
げ
て
い
る
が
、
年
度
末
か
ら
新
年
に
か
け
、
税
務
醗
員
は
休
日
を
返
上
し
て
湖

納
整
題
に
馬
力
を
か
け
、
時
に
は
強
制
執
行
に
も
当
っ
て
い
る
。

、
、
。
、
、
』
、
＄
：
尽
き
、
怠
さ
、
急
＆
思
忠
さ
、
§
鑓
、
、
、
、
§
、
さ
さ
悪
さ
設
急
き
ざ
Ｓ
寒
さ
、
§
、
。
。
、
、
念
、
さ
き
寒
設
念
承
さ
寒
さ
＄
さ
き
、
、
、
、
。
品
、
、
、
２
§
怠
き
ｓ
き
き
、

嘉
瀬
保
育
所
が
落
成

年
度
内
完
納
に
協
力
を

支
所
も
同
地
に
建
築
中

１
１

醸
文
雄
、
賦
課
係
長
白
川
重
↑
、
係
風

伊
藤
定
五
郎
、
白
川
長
吉
、
桑
田
哲
昂

田
中
要
造
、
臨
時
吉
崎
十
造
、
白
川
津

六
月
一
日
以
降
数
次
に
わ
た
り
、
人
事

異
動
の
発
令
が
あ
っ
た
が
、
十
一
月
末

現
在
各
課
の
配
腫
次
の
通
り
で
あ
る
。

◇
出
納
室
収
入
役
代
理
野
呂
醸
兵
鏑

会
計
係
長
伊
丸
岡
貢
、
用
度
係
今
平
内

会
計
係
鳴
海
勇
治

◇
羅
務
課
総
務
課
長
小
野
四
郎
、
総

動
課
次
長
野
宮
正
三
、
庶
務
係
長
田
中

長
右
鏑
門
財
政
係
艮
石
戸
谷
由
雄
、

係
固
今
幸
八
郎
、
須
埼
由
美
、
蓬
坂
伸

三
、
山
田
篤
之
、
小
山
内
節
子
、
臨
時

錘
田
睦
子
、
高
橋
千
鶴
子
、
使
丁
田
中

与
助
、
中
村
武
次
郎

◇
税
務
鐸
税
務
課
長
岩
村
粂
太
郎
、

税
務
謀
叛
長
対
馬
秀
達
、
徴
収
係
長
伊

徴
税
対
策
本
部
動
く

い
つ
の
時
代
で
も
理
悪
者
が
頭
を
悩
ま

す
問
題
緯
滞
納
税
金
を
如
何
に
処
理
す

る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

金
木
町
は
合
併
以
前
か
ら
相
当
以
上
の

木
立
対
策
本
部
長
の
話
Ｉ

詮
調
溌
繧
溌
避
榊
灘
潅
蕊
澤
琉

種
了
解
し
、
率
先
し
雨
税
に
勇
さ
一
四
懸
雫
凝
幽
溌
鰄
鯏
沸

れ
る
よ
こ
っ
希
望
し
て
い
る
。

庁
内
配
置
図
と

現
在
職
員
表

｜
｜
｜

齢

I

日
に
顎
っ
て
お
り
ま
す
。
税
収
の
な
い

の
に
予
算
だ
け
陸
ど
ん
ど
ん
行
使
さ
れ

－
時
借
入
で
巡
転
し
た
町
財
政
は
遂
に

野
趣
団
体
と
し
て
手
か
せ
足
か
せ
の
身

動
き
出
来
な
い
金
木
町
に
な
っ
た
こ
と

は
町
民
御
承
知
の
通
り
で
す
。
・

ア
ド
バ
ル
ン
だ
け
の
ふ
っ
せ
ん
町
政
の

実
体
は
、
今
日
強
制
執
行
ま
で
に
ゆ
か

臣
、
中
山
三
秋
、
成
田
勉
、
山
中
芳
市

◇
献
会
画
趾
鹿
社
会
福
祉
課
長
西
沢

小
市
郎
、
社
会
福
祉
課
次
長
垂
戸
姥
係

長
野
崎
昌
一
、
社
会
掴
祉
係
長
中
谷
専

之
動
、
係
員
今
金
蔵
、
津
島
堅
造
、
今

勘
七
、
土
岐
伊
久
雄
、
山
中
勝
雄
（
病

院
組
含

◇
塵
称
喬
エ
課
農
林
商
工
課
長
三
上

武
男
、
農
林
商
工
係
長
山
中
往
一
、
係

員
大
權
隆
治
、
角
田
三
治
雄

◇
建
殴
課
建
設
課
豊
白
川
常
一
、
係

員
藤
元
幸
造
、
臨
時
近
藤
久

◇
嘉
瀬
支
所
支
所
壁
鳴
海
武
雄
、
係

員
今
象
舂
、
臨
時
田
中
勇
治
、
使
丁
鳴

海
秀
雄

◇
璽
良
市
支
所
支
所
基
三
上
恭
太
郎

係
員
岩
村
久
築
、
使
丁
亀
野
伝
作

◇
金
木
町
第
一
保
育
所
所
長
羽
函
題

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
お
互
い
反

｝
省
い
た
し
た
い
．
と
思
い
ま
す
。
郡
島
町

一
圧
の
建
全
財
政
の
第
一
歩
は
税
の
正
歳

一
な
収
納
あ
っ
て
は
じ
め
て
基
礎
づ
け
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

｜
町
民
の
涛
扱
に
は
ハ
ろ
い
ろ
嫌
な
思
い

あ
る
い
は
お
怒
り
の
点
も
あ
る
こ
と
と

一
思
い
ま
す
が
、
金
木
町
の
財
政
は
ニ
チ

｜
も
三
チ
為
行
か
な
い
段
贈
に
来
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
農
閑

厚
生
連
金
木
病
院
と
し
て
西
北
地
方
に

親
し
ま
れ
字
き
た
金
木
病
院
が
、
十
月

一
日
か
ら
金
木
町
、
中
里
町
公
立
金
木

病
院
と
し
て
‐
こ
こ
に
両
町
の
組
合
病

院
が
新
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
組

合
管
理
者
は
金
木
町
長
津
侭
英
治
氏
か

戯
任
し
、
病
院
唾
院
畏
以
下
全
峨
屋
四

十
一
名
そ
の
ま
ま
引
継
ぎ
を
受
け
、
土

地
、
建
物
、
そ
の
他
塊
有
設
燗
に
自
動

車
を
含
ん
で
価
格
は
七
二
○
万
円
、
令

額
起
使
蚕
品
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

組
合
病
院
発
足
ま
で
の
維
過
の
概
喪
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

金
木
、
中
里
”
町
で
は
か
ね
て
か
ら
準

備
委
興
を
挙
げ
て
促
進
に
努
力
し
て
来

｛
・
■
■
』
』
幸
竜
二
一
戸
ロ
』
や
一
ご
要
宰
■
』
－
４
■
』
一
【
二
一
』
■
『
■
一
●
■
■
■
Ｃ
令
阜
Ｐ

錐
、
隈
母
禍
士
玲
子
、
笹
木
舜
江
、
藤

元
ち
よ
、
調
理
土
外
崎
照
子
、
使
丁
長

尾
か
し

◇
金
木
町
雲
葆
育
所
所
垂
（
乗
務
）

羽
愛
国
雄
、
保
母
坂
出
ト
ミ
エ
、
村
田

砿
子
、
花
田
誠
子
、
溜
井
美
智
子
、
寵

理
士
佐
藤
恭
子
、
便
丁
阿
部
ア
ゴ
リ

◇
金
木
町
窒
一
葆
育
所
所
長
代
理
山

中
い
き
、
保
母
沢
田
麺
子
、
鈴
木
保
子

調
理
士
館
山
壷
美
代

◇
議
会
事
務
局
事
務
局
長
田
中
実
．

係
風
鳴
海
霊
志
雄

◇
璽
業
委
員
会
農
地
主
事
松
江
鱗
三

郎
、
係
員
今
由
吉
、
工
藤
栄
、
西
村
節

男
、
臨
時
伊
藤
柾
薙
、
溜
井
則
子

◇
敏
奮
委
員
会
敷
育
長
高
擴
四
郎
．

係
員
小
山
内
蘂
四
郎
・
三
浦
禅
雄

◇
選
挙
管
理
委
輿
会
密
記
（
余
務
）

蛸
島
繁
作
、
臨
時
葛
西
謙
一

◇
国
民
健
康
保
障
喜
良
市
診
霊
所
所

長
中
田
豊
穂
、
主
任
近
藤
諏
世
、
艦
員

古
川
喜
七
、
見
習
審
罐
癖
西
村
ト
キ
ヱ

三
上
暦
子

公
立
金
木
病
院
発
足

｜
『

1
1
1

1

1

，I
1

1
1
■

I

「

l1
lI
F

な

金
木
町

中
里
町

組
合
組
織
で
運
営
㈱
，

管
理
者
は
津
島
町
長

悪
霊
薦
鶉
蕊
亜
蕊
二
寵
一
鴎
鴎
吸

す
。
を
金
木
綴
院
に
お
い
て
四
侭
し
、
組
合
噸

と
し
て
正
式
函
渡
の
郡
伽
を
澤
ｊ
し
た
四
．

雛
纈
認
能
縣
椎
報
鯛
一
次
で
一
月
一
日
契
約
州
印
し
、
こ
こ
ｍ
“

｜
特
に
町
拓
導
者
鐙
先
窪
に
率
先
御
協
一
に
新
し
ハ
看
板
が
か
け
ら
れ
た
わ
け
で
引

溺
窯
鯰
蒸
雪
息
１
１
１
》■

‐
川弔院

．

ょ
う
伏
し
｝
岩
廟
す
る
次
第
で
す
．
一
歳
未
の
火
災
例
年
・
三
月
い
Ⅲ
《
訂

、
一
を
防
こ
つ
ノ
．
‐
火
災
の
零
多
岬
．

ゞ
い
月
で
鈍
る
。
・
二
月
二
・
一
・
六
日
か
ら
に

病
院
発
足
一
始
議
る
全
鬮
火
災
予
鰯
逮
鋤
ぼ
一
馬
《

ヱ
士
再
二
日
ま
で
と
な
つ
一
Ａ
ｖ
る
が
、
」
頭
．
，

担
織
で
運
営
．
こ
の
期
間
が
終
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
酬

一
注
意
心
が
ゆ
る
む
と
、
思
わ
ぬ
大
卒
を

亘
一

■

埋
者
は
津
島
町
長
、
一
ひ
畠
こ
す
も
の
で
あ
る
．
。■

川
也
幻
町
。
』
『
Ｊ
臼
町
Ｅ

一
注
意
心
が
ゆ
る
む
と
、
思
わ
ぬ
大
卒
を

聖
者
は
津
島
町
長
一
ひ
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
．

歳
末
に
は
正
月
の
用
意
な
ど
で
、
か
ま

た
が
、
八
月
三
三
日
町
醸
会
に
お
必
ど
、
こ
か
つ
の
便
用
が
多
く
な
り
、
ま

て
金
木
病
院
組
合
規
約
を
可
決
し
、
次
、
た
寒
さ
が
加
わ
る
の
で
、
ス
ト
ー
ブ
、

い
で
八
日
一
・
一
七
日
の
議
会
隈
領
て
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
用
と
し
て
の
火
気

①
財
産
取
得
の
件
②
柄
院
政
瞳
の
件
の
使
用
当
多
く
な
る
。
し
か
も
師
走
の

③
病
院
特
別
会
計
設
魔
の
件
、
④
組
合
気
ぜ
わ
し
さ
か
ら
注
意
も
さ
空
克
に

議
会
礒
風
互
選
の
件
、
が
可
決
さ
れ
た
な
り
が
一
つ
な
の
で
、
火
災
の
発
牛
底
替

組
合
議
幽
に
は
町
騒
会
懸
園
の
な
か
か
一
通
の
月
＠
房
に
も
連
ず
つ
わ
け
で
あ

地
下
賓
源
開
発
の
一
嚢
と
し
て
、
か
ね

て
か
ら
鰐
査
を
要
望
さ
れ
て
い
た
当
地

方
の
石
油
凋
査
は
い
よ
い
よ
石
油
壷
源

開
発
株
式
会
社
（
本
社
衷
京
）
の
手
に

よ
っ
て
、
さ
る
二
月
下
旬
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
。

同
鯉
壷
団
は
一
行
六
十
余
名
が
来
町
し

三
毒
に
別
れ
て
、
町
内
各
地
の
実
地
鯛

査
に
あ
た
っ
て
い
る
も
の
で
、
近
代
科

学
の
力
に
よ
る
精
密
な
調
査
の
結
果
は

津
睡
一
帯
の
石
油
の
夢
を
実
現
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
同
調
査
は
十
二
月
下
旬
ま
で
行

わ
れ
る
も
よ
う
。

腓
聴
灘
職
雌
鑑
識
翫
一

れ
た
。
な
お
、
中
里
町
議
会
か
ら
も
青
一

山
猛
太
郎
、
葛
西
泰
明
、
木
村
源
四
郎
一

佐
藤
久
雄
の
四
名
が
選
出
さ
れ
定
数
八
一

日
寧
困
尿
強
脳
死
に
匹
名
力
逆
任
さ
一

一
句
、
小
田
川
上
流
ダ
ム
趣
餓
期
碗
同
蝿

小
田
川
ダ
ム
建
設
予
算
会
塁
長
木
立
豐
郎
》
種
駕
し
、

れ
た
。
な
お
、
中
里
町
議
会
か
ら
も
青
一

山
猛
太
郎
、
葛
西
泰
明
、
木
村
源
四
郎
一

陶
係
機
関
に
強
力
に
陳
傭
し
て
紙
た
も

窪
計
理
権
公
算
強
し
の
で
、
同
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
金
木

佐
藤
久
雄
の
四
名
が
選
出
さ
れ
定
数
八

名
で
謹
会
が
組
職
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
組
合
設
立
認
可
申
請
を
九
月
六
一
小
田
川
ダ
ム
雄
漣
う
い
て
は
、
陶
和
三
九
年
庇
よ
り
農
林
省
お
よ
び
県
耕
一
剖
紺
洲
繩
繰
鵬
開
鮴

己
言
《
呂
二
宝
口
：
“
：
二
言
呂
呂
室
幸
ロ
。
●
・
呈
匡
呂
二
・
昌
夛
二
目
目
二
言
言
今
三
宝
ロ
呂
弓
争
二
２
号
ｇ
一
二
｝
・
ロ
ロ
。
二
二
壱
言
『
菖
壬
弓
呂
・
口
弓
呂
司
■
”
ｏ
ロ
二
三
ｐ
ｏ
Ｐ
呂
及
一
宅
令
旨
言
三
一
。
争
・
・
呂
二
宮
口
口
舌
二
二
。
。
。

一
場
附
近
の
原
野
約
二
百
町
歩
が
新
規
卵

石
油
資
源
を
調
電
蔓
警
畢
・
乙
農
膳
言
羨
蕊
蕊
零

査
一
１
、
座
業
関
係

蕊
職
塞
礁
譲
議
瀞
羅
謹
鯉
蕊
開
購
ゞ

一
お
い
て
第
七
回
県
下
ベ
ビ
ー
コ
ン
ク
ー

、
工
月
一
日
当
町
役
場
に
お
い
て
、
金

４

木
中
学
校
Ｐ
・
硬
・
公
（
会
長
鳴
海
健
吉
）

奇
濤
な
寄
附
者

表
彰
さ
れ
る

副

1

｜
彌
之
助
）
に
対
し
、
金
木
町
長
よ
り
寄
一

一
附
行
誌
に
つ
い
て
感
酎
域
の
贈
皇
が
あ
一

二つ

'1，た
ふ。

こ
れ
は
金
木
中
学
校
女
子
家
庭
科
実
習

用
と
し
て
‐
同
校
Ｐ
．
Ｔ
・
Ａ
よ
り
ミ
シ

ン
ニ
台
、
遮
唇
ジ
ン
商
会
よ
り
一
台

そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
鯛
品
と
し
て
鯛
ら
れ

去
る
十
月
二
重
百
町
識
会
で
寄
附
探

納
が
可
決
さ
れ
た
も
の
で
、
町
当
局
を

は
じ
め
教
奮
関
係
者
を
感
激
さ
せ
て
い

る
。

九
月
下
旬
発
生
し
た
台
風
二
・
一
：
一
号
及

び
一
千
二
号
の
被
害
状
況
橇
別
揮
の
通

り
で
あ
る
が
．
こ
れ
が
対
策
に
つ
い
て

九
亘
亭
八
日
の
臨
時
巌
会
で
次
の
要

調
醗
を
決
鰹
し
、
強
力
に
関
係
鰻
関
に

弓
っ
て
・
不
磁
の
火
災
淀
防
ぎ
ま
し
ょ
う

１
１
１

災
害
復
旧
を
陳
情

一

岨
を
伽
に
完
成
が
い
そ
が
れ
て
い
る
瀦
闇
繭
■
■
■
■
潔
溌
瀦
認
霧
溌
甥
叩

晃
一
目
璽
三
一
■
■
三
一
■
■
一
言
■
■
三
面
巳
菫
■
■
三
三
■
■
二
三
■
間
三
一
画
図
三
画
■
一
言
■
■
『
三
一
■
■
『
舅
面
昭

琉
溌
能
割
調
灘
澱
遡
一
鰡
牒
鐸
噸
添
聾
毒
雛

の
期
間
に
は
一
そ
う
火
の
取
扱
か
に
注
一
ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
か
、
こ
の
ほ
ど

意
す
ゐ
と
と
も
に
火
を
扱
っ
泌
所
や
電
一
明
年
産
予
算
に
針
上
さ
れ
る
公
算
が
強

気
が
煙
突
石
油
こ
ん
ろ
な
ど
の
諸
設
一
く
な
っ
た
と
蝿
係
老
を
喜
二
ぱ
堂
Ｌ
い

捌
蕊
蕊
蕊
灘
窄
雰
の
轡
工
耀
繼
”
た
め
九
層

③
健
業
災
害
復
旧
事
業
愛
の
早
期
交
付
ル
予
逸
矯
蚕
が
行
わ
れ
、
当
町
よ
り
三

④
縫
業
共
済
金
の
早
期
支
払
描
腫
を
講
十
名
参
加
し
た
が
次
の
十
四
名
の
入
賞

ず
る
こ
と
。

一
者
が
決
定
し
た
。
な
お
近
く
賞
状
授
与

⑤
羅
災
農
家
に
対
し
て
所
得
税
等
の
減
一
垂
銅
哺
麺
鋤
》
“
↓
一
客
）

免
捨
瞳
。

⑥
自
作
展
創
設
維
痔
隻
金
等
の
増
額
一
伊
藤
圭
一
蔀
長
女
八
子

ｚ
、
土
木
関
係

一
語
駒
鯉
釧
五
認
認

①
症
壊
壌
防
の
早
期
復
旧
。

一
Ｅ
Ｉ
受
弓
Ｅ
台
・
上
げ
Ｆ
区

一
正
虹
長
男
正
治
？
上
野
千
平
一
勇
一
収
穫
の
秋
で
為
あ
っ
た
。

②
町
村
道
の
整
卿
。

一
弘
美
、
古
川
文
男
長
女
淳
子
、
沢
一
一
○
：
・
十
・
二
月
も
あ
と
し
ば
し
、
喜
び
も

③
鱈
梁
の
蕊
側
。

一
田
函
呉
長
男
国
幽
葛
酉
亜
長
悲
し
み
も
忘
れ
て
新
年
を
迎
え
ま
し
よ

３
、
耕
地
閣
係
の
迩
旧
事
業
璽
窒
得

女
．
垂
那
子
、
吉
田
喪
一
曇
男
隆
弔

４
、
厚
生
関
係

行
・
田
山
忠
助
長
女
千
需
子
．
山
乏
し
ぢ
を
ま
た
穆
返
す
年
の
暮

①
蒔
田
小
学
校
復
旧

中
正
次
憂
女
桂
子
ｌ
緊
外
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
〃
ｉ
更
１
１
ｉ
，
‐
・
‐
・
‐
‐
・
Ｉ
Ｉ
ｂ
甲

融
査
や

－
藤
井
徳
昭
長
女
稔
子

⑦
予
約
米
の
概
算
金
返
細
に
関
し
特
一
・
準
優
良
児
（
●
十
・
二
名
）

別
措
瞳
を
講
す
る
こ
と
。
△

｜
菅
野
松
署
勇
昭
彦
、
前
田
涜
則

■
■
三
弓
■
■
一
三
一
■
■
一
三
一
■
■
一
三
一
■
■
三
二
■
■
三
二
■
■
三
二
■
■
二
言
■
■
三
三
■
■
二
三
■
■
三
二
■
■
ニ
ヨ
マ
，■

・
・
…
：
：
…
…
：
：
・
・
・
…
・
・
・
‐
：
．
・
・
・
・
…
・
・
》
通
路
工
顎
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
金
に

写
真
一
豆
ｌ
ス
叶
木
川
淵
水
し
て
淵
罷
を
の
唖

。
・
・
・
・
…
：
：
．
…
ゞ
：
．
；
．
．
…
・
…
：
．
・
・
・
…
・
“
り
こ
え
て
い
る
の
な
迩
蹄
上
で
叩

・
〆
日
亭
七
ｕ
上
郷
式
を
誰
え
た

川
念
小
喉
痒
滞
蕊
工
躯
は
咋
巫
の

よ
２
‐
髭
ん
で
い
ぁ
が
、
降
岬
期

を
、
に
完
成
が
い
そ
が
れ
て
し
為

工
藤 忠

◇
年
齢
十
八
歳
～
一
千
五
撫
末
満
一

◇
愛
付
・
工
月
二
．
一
・
日
か
ら
一
月
・
一
・

四
日
ま
で
．

◇
蔵
陣
一
月
二
心
日
か
わ
二
月
五
日

ま
で
の
間

◇
麗
姶
約
六
千
二
百
円
一
・
二
士
一
・

戸
ほ
か
各
手
当
、
衣
服
支
給
）

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
瓢
向
衛
隊
係
に

お
棚
合
せ
下
さ
、
‐
ｏ

Ｆ
ａ
●
ウ
ロ
ｅ
Ｑ
Ｃ
Ｐ
の
■
■
』
■
■
づ
り
一
町
４
。
●
■
●
。
●
■
■
句
■
句
。

｜
蠣
“
一

１林
商
工
常
任
委
僅
会
、
物
睡
共
進
会
一

（
喜
良
市
）
〃
一

四
日
職
団
結
接
検
診
（
第
二
次
）
・

八
日
蔚
協
繍
状
量
一

七
日
土
木
常
任
委
員
会

九
日
ｌ
十
日
金
木
小
学
校
文
化
祭
一

一
九
日
金
木
高
等
学
校
演
劇
発
表

一
会
，
一

士
目
駈
懸
村
離
設
協
巌
会
一

士
一
百
中
学
校
締
合
打
合
会
一

１
１
１
‐
一

》
自
衛
官
募
集
要
項
涯

口

二
十
日
総
務
常
任
委
以
会
、
民
生
委

員
協
議
会
、
雁
乗
委
幽
会
隣
地
部
会

二
十
一
日
－
二
十
三
日
り
ん
ご
品
酔
‘

会
二
士
百
・
癖
良
市
小
学
校
八
十
周
年

二
十
七
日
小
田
川
期
成
同
盟
会
役
画
一

農
一
千
七
日
小
田
川
期
成
同
盟
会
役
風
一

二
》
蹄
育
瀧
擁
纈
》
員
会
一

Ｉ・
剰
：
．
『
・
型
．
・
・
・
剤
。
．
・
・
・
霜
、
一

○
：
。
し
ば
ら
く
体
刊
し
て
、
も
う
し
わ

け
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
っ
や
ｂ
十
二
月

△
日
時

号
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
・
．
恵
ま
れ
た
豊
作
の
な
か
で
．
台
風

の
被
害
を
う
け
た
方
盈
に
は
気
の
毒
な

△ハ△△

翻頭会土毎
切込痩所 新

年
名
刺
交
換
会

編
昭
和
三
子
三
年
一
月
一
日
午

前
十
一
時

金
木
町
第
一
保
育
所

一
人
当
り
参
百
円

参
加
希
凱
者
は
役
場
総
務
課

十
二
月
二
・
一
，
・
九
日
正
午
ま
で

申
込
み
願
い
ま
す
。

一
■
●
■
一
■
●
Ｇ
■
■
▲
●
凸
毎
■
●
ぬ
一
Ｆ
■
早
■
争
■
時
ゆ
り
寺
■
●
争
今

集

後

記 I

一


